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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月15日(2010.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧を上げる、絶縁する、及び／又は下げるための電気コイル、並びに前記電気コイル
を分離及び絶縁する別個のスペーサ要素を含む、電気変圧器であって、別個のスペーサ要
素が液晶ポリマーで作られ、液晶ポリマーが、４，４’－ビフェノール／１，４－ジヒド
ロキシベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４
－ヒドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（５０／５０／８８／１２／３２０モル部）か
ら作られ、約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレ
ンジカルボン酸のモル部が、約７０／３０～約９０／１０の範囲である、あるいは、液晶
ポリマーが、１，４－ジヒドロキシベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－
ナフタレンジカルボン酸／４－ヒドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（１００／５／９
５／１００モル部）から作られ、約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン
酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸のモル部が、約５／９５～約３０／７０の範囲であ
り、４－ヒドロキシ安息香酸のモル部が、更に約１００～約３００の範囲である、電気変
圧器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】

　本発明のＬＣＰスペーサが優れた誘電強度を有することは明らかである。
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　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　変圧器の導電性コイルを分離及び絶縁するために使用される別個のスペーサ要素であ
って、液晶ポリマー（ＬＣＰ）で作られる、スペーサ要素。
2.　前記液晶ポリマーが液晶ポリエステルである、上記１に記載のスペーサ要素。
3.　前記ＬＣＰが、４，４’－ビフェノール／１，４－ジヒドロキシベンゼン／１，４－
ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒドロキシ安息香酸又は
これらの誘導体（５０／５０／８８／１２／３２０モル部）から作られ、約３５０℃の融
点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸のモル部が
、約７０／３０～約９０／１０の範囲である、あるいは、ＬＣＰが、１，４－ジヒドロキ
シベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒ
ドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（１００／５／９５／１００モル部）から作られ、
約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボ
ン酸のモル部が、約５／９５～約３０／７０の範囲であり、４－ヒドロキシ安息香酸のモ
ル部が、更に約１００～約３００の範囲である、上記１に記載のスペーサ要素。
4.　シート状形態を有する、上記１に記載のスペーサ要素。
5.　棒状形態を有する、上記１に記載のスペーサ要素。
6.　射出成形により製造される、上記１に記載のスペーサ要素。
7.　押出成形により製造される、上記１に記載のスペーサ要素。
8.　電圧を上げる、絶縁する、及び／又は下げるための電気コイル、並びに前記電気コイ
ルを分離及び絶縁する別個のスペーサ要素を含む、電気変圧器であって、別個のスペーサ
要素が液晶ポリマーで作られる、電気変圧器。
9.　前記液晶ポリマーが液晶ポリエステルである、上記８に記載の電気変圧器。
10.　前記ＬＣＰが、４，４’－ビフェノール／１，４－ジヒドロキシベンゼン／１，４
－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒドロキシ安息香酸又
はこれらの誘導体（５０／５０／８８／１２／３２０モル部）から作られ、約３５０℃の
融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸のモル部
が、約７０／３０～約９０／１０の範囲である、あるいは、ＬＣＰが、１，４－ジヒドロ
キシベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－
ヒドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（１００／５／９５／１００モル部）から作られ
、約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカル
ボン酸のモル部が、約５／９５～約３０／７０の範囲であり、４－ヒドロキシ安息香酸の
モル部が、更に約１００～約３００の範囲である、上記８に記載の電気変圧器。
11.　前記スペーサ要素がシート状形態を有する、上記８に記載の電気変圧器。
12.　前記スペーサ要素が棒状形態を有する、上記８に記載の電気変圧器。
13.　前記スペーサ要素が射出成形により製造される、上記８に記載の電気変圧器。
14.　前記スペーサ要素が押出成形により製造される、上記８に記載の電気変圧器。
15.　ＬＣＰを所望の形態に射出成形又は押出成形することを含む、電気変圧器用の絶縁
スペーサ要素の製造方法。
16.　前記ＬＣＰが、４，４’－ビフェノール／１，４－ジヒドロキシベンゼン／１，４
－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒドロキシ安息香酸又
はこれらの誘導体（５０／５０／８８／１２／３２０モル部）から作られ、約３５０℃の
融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸のモル部
が、約７０／３０～約９０／１０の範囲である、あるいはＬＣＰが、１，４－ジヒドロキ
シベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒ
ドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（１００／５／９５／１００モル部）から作られ、
約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボ
ン酸のモル部が、約５／９５～約３０／７０の範囲であり、４－ヒドロキシ安息香酸のモ
ル部が、更に約１００～約３００の範囲である、上記１５に記載の方法。
17.　前記スペーサがシート状形態を有する、上記１５に記載の方法。
18.　前記スペーサが棒状形態を有する、上記１５に記載の方法。
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19.　ＬＣＰで作られる絶縁スペーサを導電性ワイヤーのコイル間に挿入する工程を含む
、電気変圧器の製造方法。
20.　前記ＬＣＰが、４，４’－ビフェノール／１，４－ジヒドロキシベンゼン／１，４
－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒドロキシ安息香酸又
はこれらの誘導体（５０／５０／８８／１２／３２０モル部）から作られ、約３５０℃の
融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸のモル部
が、約７０／３０～約９０／１０の範囲である、あるいはＬＣＰが、１，４－ジヒドロキ
シベンゼン／１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボン酸／４－ヒ
ドロキシ安息香酸又はこれらの誘導体（１００／５／９５／１００モル部）から作られ、
約３５０℃の融点を有し、１，４－ベンゼンジカルボン酸／２，６－ナフタレンジカルボ
ン酸のモル部が、約５／９５～約３０／７０の範囲であり、４－ヒドロキシ安息香酸のモ
ル部が、更に約１００～約３００の範囲である、上記１９に記載の方法。
21.　前記スペーサ要素がシート状形態を有する、上記１９に記載の方法。
22.　前記スペーサ要素が棒状形態を有する、上記１９に記載の方法。
23.　前記スペーサ要素が射出成形により製造される、上記１９に記載の方法。
24.　前記スペーサ要素が押出成形により製造される、上記１９に記載の方法。
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